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議 事 調 書 

事案の表 示 平成２７年度第３回聖籠町総合教育会議 

場    所 聖籠町役場３階 第３会議室 

日    時 
平成２８年３月２９日（火） 

午前１１時００分～１１時５０分 

出 席 者 

構成員：町  長 渡邊 廣吉 

教育長  伊藤 順治 

教育委員 伊藤 惠美子 

         根津 慶幸 

         髙崎 美由貴 

         稲田 健一 

事務局：総 務 課 課長 高橋 民男 

主任 齋藤 桂介 

    子ども教育課 課長 瀬高 英輔 

         補佐 藤田 正之 

    社会教育課 課長 渡辺 佳津志 

    図書館  館長 佐藤 康雄 

【会議の要領】 

総務課長 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただ今から、第３回聖籠町総合教育会議を開催いたします。

初めに、渡邊町長から挨拶を申し上げます。 

 

今年度もあと 2 日となりましたが、27 年度教育行政全般につ

いてご指導ご鞭撻ありがとうございます。小学校、中学校も無

事卒業式を終えたところであります。この場を借りて町長の立

場として感謝申し上げるところであります。 

また、町の子どもたちの今後の教育方針となっている 12 年カ

リキュラムの実践プログラムについても、先ほど報告いただき

ましたが、学校運営協議会や学校関係者、地域の皆様と協力し

ながら、学習をするなど地域に根差した組織としての活動が根

付いていることは教育委員会のご指導のおかげであると考えて

います。今では町民のみなさんは統合中学校を評価し、子供た

ち自らが大きく羽ばたいていると思います。 

高校の進学においてもほぼ１００パーセントの進学を決定し

ているわけであります。今では新潟高校などへの進学も見受け

られます。学力テストの結果についてもこれまでの努力の結果

が実を結ぶこととなっております。そのようななかで、皆様方

から28年度予算への教育委員会からの要請についてはほぼ１０
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総務課長 

 

 

 

 

町長 

 

 

子ども教育課補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

０パーセント盛り込むことができたと考えていますが、町も不

交付団体として固定経費が大きく予算を組みにくくなっており

ます。非常勤職員の配置について今まで手当していた分ですが、

配置当初より大分状況が改善されたことなどを考慮し、予算を

つけられなかった部分がありましたが、無事予算については議

会の承認を得たところであります。 

さて、今日の会議ですが、大綱について町の総合計画との整

合を図る必要性があるとのことで協議していたわけですが、無

事総合計画の後期計画を策定することができました。総合計画

の成案を受けた形で教育大綱の案を作成させていただいたとこ

ろでありますので承認していただければと考えております。 

 

それでは、議事に入ります。聖籠町総合教育会議設置要綱第

４条第３項に基づきまして、進行を町長にお願いします。 

なお、本会議は原則公開であること、議事録も作成し公表す

ることをご承知願います。それでは町長、進行をお願いします。 

 

それでは、議題の審議に入りたいと思います。資料１として

教育大綱（案）について事務局から説明させていただきます。 

 

大きく４つの柱建てで作成しました。１の趣旨については上

位計画の総合計画をもとに作成しました。 

第 1回会議で総合計画を大綱へという議論もあったことから、

総合計画を尊重した上で作成しております。 

２の期間については、５年間と定めております。 

３の基本目標については、大きく 2 つの項目を挙げさせても

らっています。総合計画に記載されていることについて整合を

とりながら記載させていただきました。 

 

それでは、事前に配布しているということで、かいつまんだ

説明でしたが、ご意見ありますでしょうか？ 

大綱の趣旨として重要なポイントとしては、方針と施策につ

いてですが、これは現在も進行形の部分も含んでおります。 

幼児教育、義務教育、社会教育について記載があります。 

これは、各階層の教育の充実について記載してあります。 

ほかに生涯学習の展開、青少年健全育成、文化の推進となっ

ています。特に文化推進の大きなテーマとして、地域の教育力

の再生が大きなテーマとして掲げてあります。 
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稲田委員 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

いかがでしょうか？ 

 

よろしいでしょうか？ 

大綱の策定については、全く問題ないと考えていますが、町

の教育について広い視野の観点から定めるものであり、少し具

体的に書き過ぎているのかなと思いました。 

できるだけ大枠で定める方が長くお付き合いできる大綱にな

るのではないかと考えます。 

 

大綱の形式については様々な形式はあり得ると考えますが、

町の教育行政について、住民によりわかりやすく定めることが

いいのではないかと考え、総合計画との整合性を考え、ある程

度具体的に記載させていただいたところであります。 

いかがでしょうか？ 

 

どこまで記載するのかについてですが、あまり詳細に決まっ

ていると教育行政を具体的に進めていく段階で少し問題が出て

くるのかなと考えております。 

それぞれの施策についての方向性については、それはそれで

良いと私は理解しています。それをどういう観点から実施する

かについて大綱に基づき、それぞれ実施しなさいということで

はないかと理解していますので、あまり大綱に具体的に定める

ことについて少し問題があるように考えています。 

例えば、幼児教育の充実の部分についての表現について多少

の修正が必要ではないかと考えています。 

それから、家庭学習の習慣付けと基本的な生活習慣の改善に

ついてですが、少し絞りすぎた表現となっておりますのでもう

少し表現を変更した方がいいのかと思っております。 

もう一点策定の趣旨ですが、教育委員会は総合計画を受けて、

個別の計画を生涯学習推進計画、生涯スポーツ推進計画、子供

の読書活動推進計画を策定していますし、それを踏まえたうえ

で、実際には施策展開していきたいと考えていますので、その

あたりの整合性が少し気になるところであります。 

 

ということは、施策を実施する段階であまり具体的に記載す

ると、それを実現できるかどうかについて問題が出てくるとい

うことだと思いますが、だからこそ総合計画との整合性を重視

して、それを大綱の中に取り入れていくことが重要ではないか
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子ども教育課補佐 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

稲田委員 

と考えます。確かに各施策の実施段階ではそれぞれの各計画に

基づいて実施するのであろうとは思います。 

ある意味でこの大綱の意義についてですが、長と委員会の意

思の疎通が町の教育行政において図られていると明示すること

であり、町民にもわかりやすい状況がいいのではないかと考え

ています。内容について問題があるのであれば話しは別ですが、

他の市町村はどうなっていますか？ 

 

大綱についてですが、大きな市などでは定めているところも

ありますが、その形式についてはそれぞれであります。箇条書

きのところもありますし、細かく定めているところもあります。 

当町は中間ぐらいでしょうか。 

あまり簡単にし過ぎても伝わらないこともあると思いました

ので、総合計画に基づいて、ある程度具体的に作成したもので

す。 

 

基本的に大綱の基本方針と施策について意見がありました

が、あまり詳しく記載したときに実際に進めていく上で、その

舵取りに不安があるということで、その内容自体に問題はない

という認識でいいのでしょうか？ 

 そうであるならば、新しい教育委員会制度に移行したことに

よって、町の施策との整合性を重視して大綱として示したとし

て説得力を持たせることは重要だと考えます。 

 

 おっしゃることはよく理解できますし、そうであろうと理解

しています。ただ、書き方の問題として、例えば、小中学校教

育の充実の書き始めのところを上の表現に併せてはどうかとい

うこと、これは確かな学力もそうだが、今求められているのは、

知、徳、体のバランスが求められていますので、確かな学力の

定着を図るためにという書き出しではなく、小中学校教育の充

実を図るためにというような表現がいいのではないかと考えて

います。 

 

それはそういうことであるならそういう形で変えればいいと

思います。 

稲田先生どう思いますか？ 

 

私も内容についてはどうこういうわけではありませんが、全
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根津委員 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

全委員 

 

町長 

 

教育長 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全委員 

 

 

体的に文章自体の書き方について精査した方がいいのではない

かと考えている次第です。中身自体は変なことが書いてあるわ

けではありませんので。私自身は柱建てで書く方がいいと考え

ていましたが、町長が言われた通り、あえて具体的に書くこと

もそれはそれでいいと思いました。 

 

同じような趣旨ですが、前書き部分とその下部分に書いてあ

ることとの関連性などもう少し全体的に整理されていいのかと

考えています。 

 

まあ、全体の大綱の趣旨と基本目標に沿った施策についてで

すが、内容自体は問題ないが、文章面で整合がとれていないと

のことでありますので、では、お諮りしますが、基本的には大

綱の形式としてはこういった形式として、あと文章面の整合性

については、私と教育長に一任願いまして、そういったことで

よろしいでしょうか？ 

 

同意 

 

いいですか？では教育長よろしいですか？ 

 

では、一応こちらで考えをすり合わせて作ったものを、私の

一存でというわけにはいきませんので、もう一度教育委員会で

お示しをしてということにしたいのです。 

 

要は文章の整理についてで、成案を協議してすり合わせをし

て完成しましたら皆さんに確認をしてもらうということでいい

と思います。 

また、基本的なことを申しますが、本会議で内容については

確定しており、文章の整理についてすり合わせしまして、4月 1

日に策定ということで、今回の会議において決定とし町民のみ

なさんにお知らせしたいと思いますのでよろしくお願いしま

す。 

その他に何ありましたらお願いします。 

  

一同無し 

 

 無いようですので、この辺で終わりたいと思います。 
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 お疲れ様でした。ではこれで第３回総合教育会議を終わりた

いと思います。 

 

 

 

（終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


